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自由記載

備考

再試験は行わない。

自由記載

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

自由記載

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

平常点

その他

ﾚﾎﾟｰﾄ･課題

小テスト

成績の評価方法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

筆記試験 100%

基礎医学大要-3 画像解剖学-2

基礎医学大要-4 診療画像検査学（MR）-3

エックス線撮影機器学-1 診療画像検査学（MR）-4

診療画像検査学（MR）-1 エックス線撮影技術学（一般）-1

基礎医学大要-1 エックス線撮影技術学（一般）-2

基礎医学大要-2 画像解剖学-1

エックス線撮影技術学（CT）-1 放射線物理学-2

エックス線撮影技術学（CT）-2 医療安全管理学-1

診療画像検査学（MR）-1 医療安全管理学-2

放射線計測学-2 放射線生物学-1

放射線安全管理学-1 放射線生物学-2

放射線安全管理学-2 放射線物理学-1

放射線治療技術学-1 エックス線撮影機器学-2

放射線治療技術学-2 核医学診療技術学-1

放射線計測学-1 核医学診療技術学-2

授業の到達目標

診療放射線技術学について述べることができる。臨床で必要な基礎知識について具体的に述べることができる。

授業計画

内容

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

60 30 回 3 年次 後期

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

診療放射線学演習Ⅱ 演習
末安 朋雄・野沢井 隆・山口 砂織・岩井 克磨・小山
泰平・木田 瑞恵・鈴木 保・田中 悟・大石 有輔

授業の目的・概要

診療放射線技術学について知り、理解できるようになることを目的とする。臨床で必要な基礎知識について知
り、理解できるようになることを目的とする。


